
〔間〕

昭和 49年度 (問題〉

午前の部

1. 養老保険の全期チノレメノレ式責任準備金K関し，次の間忙答えよo

2 

初年度純保険料 (Pt)を初年度の定期保険料(uth)としたときのチノレメル歩合同を求め，

この内よる全期テノレメノレ式責任準備金川おは，

(叫 (阻勺
tVx:司 t -1 Vx+ 1 :百=司 ( t 主主 1 

(NET) 

となることを示せ。ここ~ tVx:知は，平準純保険料式責任準備金を示す。

ア)次の仁コ の(1)--(8)にあてはまる数字を求めJ:.o

年令 ιγ d~O. 
'Z-x .t ~t d:.t Z 九 g-x rx 

4 0 80，000 200 仁コ 400 
仁(2コ) 

ぅ~ .10 う|モ
(1) 

41 79，680 仁コ 仁コ 仁コ Eコ .0027 .11 ぅ~
(3) (4) (5) (6) 

4 2 79，330 222 仁コ 仁コ 8 1 うKー ラ|モ .0020 
(7) (8) 

イ)上表から PZZ2凡;を求めよo

3. 保険金年度末払の九年満期養老保険Vておいて，利率を一定にして死亡率だけを変えたとき，

ム oV ム 1V ……・・・=ム rV ェ o(γく九)

であれば，

ム 1fX+t ・ α x+t+l:五守士司は O~t 三五 γ-1 ~おいて忙ついて定数であることを

示せ。ここに9 責任準備金は平準純保険料式とするo

午後の部

4 全期払九年満期養老保険をある時点で保険料払込を中止したL、。払済保険K変更すると払済

保険金は A/(C， 延長保険K変更すると生存保険金は BとなるO ここで死亡保険金を A( A三五原
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〔間〕

保険金)とし残りの財源で生存保険金μを購入したときj

A(A-B)+μ(l-A) =f(A， B) 

となることを示せ。とこ忙，種類変更の計算は原契約の責任準備金をベースとして計算するも

りとし，付加保険料は考麗しなL、。

5. 次のそれぞれについて，給付内容を説明せよ。この給付忙対し(♂)が生存する限り毎年保

険料を払い込むものとして各被保険者の生存，死亡の条件別に t年後の責任準備金を求めよ。

初五;yz

ω 守互(Ax+n 一五点i:y)
LJx 

d IV 
6 次の式の意味を説明し，これより すトを求めよo

tFx eーペv=玉石trst《 dt-uCte-sttPdtz+tdt
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昭和 49年度 (解答)

午前の部

1. ( i)平準純保険料を Px:nl. 次年度以降チルメル式純保険料をP2 とすると

次の関係がある。

{PE+f=P2 

p x:司 αx:司=Pz (α x:nl -1) 十 P1

これより

p x:-;司 αx:司 Pzαx:司+(P1 - pz ) 

pz αZ ・万1-d 

d 

P2 P x:司 +τγ一一
~x :司

一方 P1=V2O-Xであるから，

v 2九十αpz

d 

P _"コ +一一一一一一
一「 αx:司

従って d (ax:万1ー l)=(Px:五I-V-すffx) 'a x :司

αx:i司ニ vPx αが 1:万士11+ 1 を用いて

αv p x 'a x+ 1 : ~ ( p x :司 -v1-8-'x)ax:五i

P x:i司αx:司 - v す ffx( 1十vPxαx+l 干F司)

ー二 (玉x:司-Jh)-JqrUPASH:石寸l

= .VPX A X+l :-n寸 1-V与x • v-pxax-十1:石弓

・・
α v P x ( A x+ 1 : n -11 -v 7 8-' xαx+l百-=-n)/VP x αχ+ 1.万τη

上

PX+ 1 :ii=ll-V 28-'x 
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(ii)τ叫一vx:五 Ax+t:n=-司一 P2αx+t:万士司 ( t主 1) 

然る Uて P2 = H + d 

v~ .?tx+ (Px+1:n=1l-Vすれ)

Px+ 1:百τTI

(α) ー

従って tVx:司 Ax+t:五τ-n一Px+1:五て百 αx+ t : n-tl 

= A(X+l)+(t-l):(n-l)ー(t-1 )1一Px+1 : iFTlα( x+ ! ) + ( t -1 ) : 

(n-1)ー(t -1 ) I 

(NET) 

ニ e-lVx+l:n=寸1

aααa ・ .aa 
LX+l Lx -l-x -dx 

ど!IT+l L~+ ら _d;Z

aa aa aa 

d x L x.?tx 

d:=(ι;z十ttz)FL 
αα 

l-x Lx ・rx

(1) 120 

(5) 474 

(2) 46 

(6) 61 

(3) 215 (4) 1 35 

Paz-
40 -骨

(7) 1 59 (8) 54 R 

120- 120 x士X 0.1 
80，000 

114 

RO，OO'} 

。 40 0 - 4 0 0 X O. 1ー(4 0 0 - 4 00 X O. 1 ) X O. 1 1 
2'刊二二

400 
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3 死亡率O'x忙対する年金現価を αx:7I， 変更後死亡率ø-~ vr対する年金現価を αFz;司とし，

Aを定数とする。

1 V 1ー αx+l 五士司

αx:日

ム eV=0 より

・rαx+ t :百士司 U;x+l 五亡す1
-・・{1)

.!! • ~ I 
u-x:司u-x:司

(1)より

..， αx:-;;，1 (~1+A とおく)………....・H・……・……(2)
αx:五1

αx:五1=1+ vpx・αx+l干i=Ilであるから ……………-一....・H ・-・…・・(3)

0三五t孟γ-1の t~て対し (2)， (3)， より

αx+ e:日 =(HA).5J+t F 司

=(l+A)十(1 + A ) . v . p/~ + t・22L+t+l;Frn

= (1+必)十v-p'x+t . ax+ t+ 1 存亡ττ可・H ・H ・H ・H ・.....・H ・-…(4)

一方 (3)より

αx+t 五士司 1 + V. PX+t ・ax+t十:nご7てil ……………・・・… ・・一一(5)

(4)， (5)より

Uム O'x+t・αx+x+l: n-tで司 =A 

A 
ム O'x+1 ・αx+l+l:1i亡すて百 = 百

これは t~っき定数である o
午後の部
4. 変更時陀おける原契約の責任準備金をVとし，原契約の保険金をし保険金即時払とする。

(一般性は損われない。)

己むを変更時年令， 九を変更時から満期までの期間とする。

題意から，

A'Ax:日 =V  …・・…・パ・…..…・…...・H ・..，一一…...・H ・..………………(1)

五定:司+B ・ Ax:~ = V …...・H ・-………・……・・….，.・ a・...…・…・…・・(2)

-111ー



A-AL :日十 μ'Ax:古=V ・………H・H ・4.....・H・...…・ ・・…….......(3)

が成り立つ。

ここで Ax:司=玉よ:司十玉川古 を(1)忙代入し，

A'五L;司 十 A..Ax:古1-=V' ・・….，.--..……-…・・・・‘・ ......一一一(1)' 

(2)より，

5. 

A L :司 =Vー B'Ax:*' ……・・‘ .，…-…............. …-……・ ・・… ・・(2)'
(2) Iを(1)I k代入し整理すると，題意より Aキ0であるから，

( J-B)'Ax:缶=2(1-A)

また，題意より Bキ1 であるから，

1-A 
Aνも =V  ・ …………・・・・・・・・……-… .....・・・……・・・…・…(4)
Z ・nl • A ( 1-B) 

同様忙，

A-B A 1 : nl = V. --=.=---:=---一一.....・・・….... ~.... • ..…・・.... ~ .... • • '" ... .....・も・・…一・・・{5)
λ ・附 A(1-B) 

(4)， (5)を(3)に代入し，

A-B 1-A 
A・v. 十 1'-・V・ =V
A ( 1ー B) . r- • A ( 1 -B ) 

A ( A-B)十μ(l-A)=A(l-B)

右辺A(l-B)は A，Bの函数である。従って， これを !(A，B)とすれば，

A(A-B)十 1'-( 1 -A) = ! ( A， B) 

である。

開 A3X戸

(y)(z)が先K死亡し， (x)が3番目忙死亡したとき保険金を支払う場合の給付の現価

(x)(y)(z)が共存のとき ー

lV=A長τ:y + l: z+ l - P .九+l 

(x)(y)が共存 ( z )が死亡のとき lV =五長τ:y+ l -P・九+l 
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lV = A~ 7ー -p・3-t+t Z+t -;(;+t (y)が死亡のとき(x)(Z)が共存

t v= A x+ t - P'αx+t (x) のみ生存

t V = 0 

Z

-
Y

一
3

3
X
一

日

α

一A

一一一P
 

その他

ただし

元ι(玉…一五九 :y)=vn.r川
付)

の死亡後九年以後に (x)が死亡したとき保険金を支払う場合の給付の現価

lV=卑戸土乙(互応+π+t - A x+長了 :y十 t)ー P-L+t
J.Jx+ t 

(y) 

(x). (y)が共存のとき，

( y)の死亡後九年以上経過( x)が生存，

l V = A x+ l - p.αx+ l 

( x)が生存， ( y)の死亡後K年経過(Kくn) 

V = 
Dx+(n-k)+t ー
1¥ Ax+(n-k)+l -p・αx+t
J.Jx+ l 

n-k /A x+ 1 - P・2Z+t
一一一，

p 弓立 (Ax+n -A元π:y)/し
J.Jx 

IV または

たずこし

生存者が瞬間払保険料Pを支払L、，死亡者忙は死亡保険金 1を即時に支払う保険で，与式は，6 

利力 5とした場合の過去法忙よる責任準備金を示す。

利力 8で利殖したものから，生存者が契約当初から期間 tまでに払い込んだ保険料Pを，即ち，

その時それまでの死亡者に支払われた死亡保険金を刺力sで利殖したものを差引L、た残額が，

点での生存者に対する積立金 IVとなることを示す。

ft主ヱ
dt 

ぉ
・
一

z

z
一
d
H
t
H

d
b

一
十V
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与式の両辺を tkついて微分すれば，

df，.x+ 1 ~-òt T<  ，， ~-ðl -Ø

一一一・一一一;+l e-d l • V 
_ 
O e-dl一三土L

-Ox d t 
ι -Ox 



ー -dt.O'r.J..1 -dt 1-X+ t 
pe -;;'.-e ーァ-11.x+ t 

~x L-x 

-dt .O市よ， 〆 1 df，'x+t ~y deV 
e ゴ7(ZZ7 ヲ7tV-StV寸ー す7) 

=fd字三(戸 -11. x+ t.) 
~'x 

. ー (11.x+ t十0)tV十三立 p-Il.x+ I dt ゐ-t-，

d，V 
一二一 (11.x+ e十 d)eV，Pー μx+t
dt 
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